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Self-supervised adaptation for unknown domains/classes

未知ドメイン・未知クラスへの自己教師あり適応学習

寄せ集めで不揃いなデータでも学習できます

どんな研究
深層学習には、質・量ともに学習に適したデータセットが必要になりますが、それが入手可能となる場面は限
られます。本研究では、様々な状況や条件で取得した寄せ集めのデータでも、事前に整理することなく、その
まま深層学習に利用できる手法を提案します。

どこが凄い
寄せ集めのデータで学習する場合、「着目すべき情報」だけでなく「無視すべき情報」も捉えてしまい、モデ
ルの認識性能が低下する問題が頻発します。提案手法では、「無視すべき情報」を推定し、この影響を受けな
いように学習することで、モデルの認識性能を飛躍的に改善しました。

めざす未来
様々な医療機関の診療データや、複数の工場設備のメンテナンスデータなど、現実には不揃いで寄せ集めのデー
タが多く存在します。本研究によって、これらのデータが活用が容易になり、従来の深層学習の枠組みを越え
たデータ活用による、新たなサービスの創出に貢献します。
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